
令和元年度 精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築支援事業 第３回 AD合同会議「事前課題」 

茨城県・水戸保健所圏域 

１．令和元年度の達成目標・取組状況  

令和元年度の達成目標 取組状況 

①管内全市町（６市町）が定例的協議の場を設ける 昨年度末は，２市町において定例開催できる状況にあっ

たが，今年度の合同研修会・保健所圏域協議会・各市町に

おける自立支援協議会等の話し合いの場を経て，全市町の

協議の場が設定できた。 

②協議会時，地域課題とその解決策が検討できる  管内各市町が協議会にて地域課題を協議し，その中の１

～２個の課題について解決策を検討することができた。 

 

２．支援事業の成果  

・広域アドバイザー及び地域密着アドバイザーから，各市町に対する協議会の持ち方や進め方・指導の方

法及び保健所圏域の協議会の持ち方について具体的なアドバイスを頂き，上記の２つの目標を達成する

ことができた。 

・また，広域アドバイザーには，保健所開催の協議会にて自県及び圏域の取り組みの講話を頂き，管内市

町が今後も事業を進める上で大いに参考になった。 

 

 

 

 

３．次年度に向けた課題等 

・保健所圏域の協議会については，今年度は協議の場そのものの設定方法・運営・展開方法を学ぶ等，研

修と土台作りに重点を置いたため，圏域の地域課題を具体的に検討する場にはなっていない。 

・管内市町では，協議の場の設定ができたが，見えてきた地域課題をどのように施策等につないでいけば

よいのか迷っている状況がある。 

 

 

 

 

４．課題の解決に向けた 令和２年度の取組方針 

・保健所圏域の協議会については，委員による検討の方式に変えていくとともに，市町の地域課題を圏域

の課題として吸い上げ検討できる場にしていく必要がある。 

・全国の市町村での施策化の具体的な手法について，先進地域の視察または講話などで学んでいく支援が

必要。 

 

 

 


